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過去50年のインクジェット技術の進化を2つのタイプ「システムを構成する基本コンポーネントの性能を高めるこ

とでシステム性能を向上させる進化：CFP」と「コンポーネントの組み合わせによりシステム性能を最大化する進

化：SFP」に分類する．これらの進化がそれぞれの限界を補うように交互に発生していおり，2005年にインク

ジェット技術進化にとって大きな変局点があった．さらにHendersonらのイノベーションポートフォリオを参考

にしてこの自説を発展させ，現在インクジェット技術が応用されているさまざまな領域，市場における課題に対

し，先進企業の果たすべき役割と技術コミュニティの重要性を提言する。
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